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来
る
平
成
二
十
三
年
十
一
月
六

日
（
日
）、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎

に
於
い
て
、
「
第
六
回
日
本
の
食

育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
き
れ
い
な
心

と
体
は
ホ
ン
マ
の
食
か
ら
』
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女
と

も
に
過
去
最
高
年
齢
を
記
録
す
る

中
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康

的
に
年
齢
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

い
う
一
人
ひ
と
り
の
健
康
願
望

が
、
社
会
の
健
康
を
高
め
、
元
気

な
日
本
を
創
り
ま
す
。
今
の
時
代

が
求
め
る
食
習
慣
・
食
文
化
を
身

に
付
け
て
、
心
と
体
の
つ
な
が
り

を
理
解
し
、
真
の
健
康
寿
命
延
伸

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？第

一
部
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
る
内
科
医
の
お

お
た
わ
史
絵
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
き
れ
い
な
心
と
体
は
ホ
ン
マ
の

食
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て

頂
き
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
を
支
え
、
健
康
な

体
の
土
台
と
な
る
の
は
毎
日
の
食

事
で
す
。
し
か
し
、
食
の
あ
り
方

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
性

な
ど
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
様
々

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
「
食
」
に
関
し
て
誰
も
が
感

じ
て
い
る
様
々
な
疑
問
を
理
論

的
・
実
践
的
に
解
説
し
、
心
と
体

の
た
め
の
新
し
い
食
に
つ
い
て
提

案
し
て
頂
き
ま
す
。

第
二
部
は
、
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
健
康
寿
命
を

の
ば
し
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
、
楽

し
み
な
が
ら
出
来
る
簡
単
か
つ
効

果
的
な
軽
い
運
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
体
を
動
か
し
て
心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
が
提
唱
す
る
「
ス

マ
ー
ト
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
、
日
々
の
小
さ
な
変
化
か
ら

生
活
サ
イ
ク
ル
を
見
直
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
計
画
事
業
で

す
。「
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ス
マ
ー

ト
な
生
き
方
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

「
運
動
」「
食
生
活
」「
禁
煙
」
に
つ
い

て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

第
三
部
は
、
「
体
の
気
持
ち
を

知
っ
て
選
ぶ
食
事
」
と
題
し
、
公

開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
体
は
、
そ
の
時
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
伝
え
る
た
め
に
、
気
持

ち
に
サ
イ
ン
を
送
り
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
耳
を
傾
け
、

必
要
な
食
事
を
自
分
で
選
べ
る
よ

う
な
知
識
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
系
列
「
カ
ラ
ダ
の

気
持
ち
」
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
で
お

馴
染
み
の
六
車
奈
々
氏
と
一
緒

に
、
自
分
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

整
え
る
こ
と
が
出
来
る
「
自
立
力
」

を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
自
身
、
ご
家
族
の
健
康
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

主
催:

日
本
成
人
病
予
防
協
会　

共
催:

東
京
都

「
第
六
回　

日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
！！

「
第
六
回　

日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
！！

後
援:

内
閣
府（
予
定
）・
厚
生
労
働
省（
予
定
）・
文
部
科
学
省（
予
定
）・
農
林
水
産
省（
予
定
）

〈
花
形 

一
実
先
生

        

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

元
テ
レ
ビ
静
岡
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
。
日
本
大
学

理
工
学
部
電
気
工
学
科

出
身
。
科
学
の
楽
し
さ

を
取
材
し
伝
え
た
い
と

こ
の
道
へ
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
、

科
学
番
組
の
他
、「
ス
ー

パ
ー
タ
イ
ム
」
等
ニ
ュ
ー

ス
情
報
番
組
に
キ
ャ
ス

タ
ー
・
リ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
多
数
携
わ
る
。

ま
た
、
式
典
等
の
各

種
司
会
や
タ
レ
ン
ト
・

歌
手
へ
の
話
し
方
指
導
、

さ
ら
に
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
等
で
一
般
の
方

へ
も
話
し
方
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

日　時：平成23年11月6日（日）

　　　  13：00～16：00（受付開始12：30）

主　催：日本成人病予防協会

共　催：東京都

後　援：内閣府（予定）、厚生労働省（予定）、

　　　  文部科学省（予定）、農林水産省（予定）

会　場：東京都庁第一本庁舎　5階大会議場

参加費：無料

定　員：500名（希望者多数の場合は抽選）

締　切：平成23年10月20日（木）

＜プログラム＞

「きれいな心と体はホンマの食から」

「スマートライフプロジェクトで
             健康寿命をのばしましょう」

「体の気持ちを知って選ぶ食事」

日　時：平成23年10月15日（土）
　　　　10：30～16：30　全1回
会　場：名古屋ＹＷＣＡ　2階　多目的ホール
定　員：40名
　　　 〈9/20（火）締切・希望者多数の場合は抽選〉
受講料：5,000円（税込）
対　象：健康管理士一般指導員

健康管理士一般指導員  能力開発講座

「プロ・アナウンサーに学ぶ好印象でわかりやすい話し方」

♪講座内容♪♪講座内容♪♪講座内容♪
★発声・滑舌で、はぎれよく

わかりやすさの第一歩は、しっかり口を開けて声を出す事。繰り返し声を
出して練習して体で覚えていきましょう。

★メリハリつけて、聞き取りやすく

メリハリをつけて話すためには、具体的に何をすれば良いのでしょうか？
自分の話し方を見直してみましょう。

★わかりやすさのための、内容と表現の工夫

盛り込む内容や表現の仕方で伝わり方が変わります。限られた時間を有効
に使い、聞いてもらえる話をするための工夫をしましょう。

★人前で話す準備から本番まで

原稿作り、話す時の動作、資料の扱い方等、戸惑いやすい点をチェックし
ます人前で話すドキドキをイキイキに変えていきましょう。

第6回  日本の食育セミナー

「きれいないな心と体は体は
    ホンマの食から」概要」概要

第1部　講演

　　　　　　 講師：おおたわ  史絵 先生
第2部　健康運動

第3部　対談式講演

　　　　　　 講師：六車  奈々 氏
　　　　　　 対談者：日本成人病予防協会　
　　　　　　                  常務執行理事　佐野  虎

「きれいないな心と体は体は
    ホンマの食から」概要」概要

「
プ
ロ

「
プ
ロ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
学
ぶ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
学
ぶ

      
       

好
印
象
で
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
」

好
印
象
で
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
」

好
評
に
つ
き
名
古
屋
で
も
開
催
！

健
康
管
理
士
能
力
開
発
講
座

東
京
女
子
医
科
大
学
卒
業

後
、
大
学
病
院
、
総
合
病
院
勤

務
を
経
て
下
町
の
開
業
医
と
い

う
道
を
選
ぶ
。

一
九
九
六
年
、
週
刊
朝
日
「
デ

キ
ゴ
ト
ロ
ジ
ー
」
に
て
執
筆
活

動
を
開
始
。
二
〇
〇
五
年
、
医

学
界
の
権
威
社
会
と
は
一
線
を

隔
し
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
な
半
生
を

綴
っ
た
自
叙
伝
エ
ッ
セ
イ
『
女

医
の
花
道
！
』
『
続
・
女
医
の
花

道
！
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

現
在
も
医
療
現
場
主
義
の
立

場
で
、
通
常
の
診
察
の
他
、
障

害
者
医
療
、
山
岳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
診
療
等
に
も
携
わ
る
他
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
列
「
ホ
ン
マ
で
っ

か
！？
Ｔ
Ｖ
」
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列

「
ス
ッ
キ
リ
！！
」
等
メ
デ
ィ
ア
で

幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

<

お
お
た
わ 

史
絵
先
生

          

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

ふ
み
え

昨
年
に
引
き
続

き
、
平
成
二
十
三

年
度
東
京
都
食
育

推
進
事
業
、
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム

普
及
事
業
と
し

て
、
文
部
科
学
省
、
「
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
」
全
国
協
議
会
の
後

援
の
も
と
、
『
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
で

元
気
な
子
！
～
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
よ
う
～
』
の
食
育
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

小
学
校
や
施
設
（
公
民
館
）
等

に
於
い
て
、「
子
ど
も
イ
キ
イ
キ
食

育
チ
ー
ム
」
が
食
べ
た
物
の
消
化
・

吸
収
・
代
謝
・
排
泄
の
し
く
み
を

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
ダ
ン
ス
等

を
盛
り
込
ん
で
楽
し
く
分
か
り
や

す
く
講
義
し
ま
す
。
実
施
希
望
の

小
学
校
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
左
記
番
号
に
お
電
話
頂
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
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０
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７
５

U
R
L
 
 
w
w
w
.
j
a
p
a
.
o
r
g
/

『
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
で
元
気
な
子
！

バ
ナ
ナ
う
ん
ち
で
元
気
な
子
！

      

～
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
～
』

～
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
～
』

今
年
度
も
東
京
都
食
育
推
進
事
業
に
決
定
！

今
年
度
も
東
京
都
食
育
推
進
事
業
に
決
定
！

『
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
で
元
気
な
子
！

   

～
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
～
』

今
年
度
も
東
京
都
食
育
推
進
事
業
に
決
定
！

「
プ
ロ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
学
ぶ

       

好
印
象
で
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
」
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健
康
管
理
士
会
よ
り

▼
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会

去
る
六
月
四
日
（
土
）
に
総

会
、
七
月
二
日
（
土
）
に
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
六
月
は
「
人

間
の
寿
命
を
の
ば
す
生
活
」
、
七

月
は
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
討
論

し
、
多
く
の
会
員
か
ら
活
発
な
意

見
や
情
報
の
交
換
が
あ
り
、
楽
し

く
盛
り
上
が
り
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
八
月
は
「
ホ
ル
モ
ン
が
体
に

与
え
る
影
響
」
、
九
月
は
「
糖
尿
病
」

に
つ
い
て
討
論
予
定
で
す
。
尚
、

八
月
の
定
例
会
後
に
缶
ビ
ー
ル
で

懇
親
会
（
五
百
円
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

本
年
も
旅
行
委
員
会
が
発
足
し
、

十
一
月
五
日
（
土
）、
六
日
（
日
）

に
定
例
会
を
兼
ね
、
親
睦
旅
行
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。
皆

様
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

Ｈ
Ｐ
　http://www.saikenkou.org/

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
７
０
１-

３
８
２
８

E-mail

　mm2512-2853@softbank.ne.jp

（
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会
事
務
局
長
　
平
方
　
睦
男
）

▼
福
岡
県
健
康
管
理
士
会

来
る
九
月
十
日
（
土
）
十
時
半

か
ら
十
二
時
半
、
深
江
公
民
館
に

て
糸
島
市
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く

り
事
業
『
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運

動
講
座
』
を
開
催
致
し
ま
す
。
「
た

め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
で
お
馴
染

み
の
福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

田
中
宏
暁
教
授
に
「
に
こ
に
こ
ス

テ
ッ
プ
運
動
」
を
伝
授
し
て
頂
き

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

３
７
３
５-
６
４
７
９

E-mail  fukuoka@healthcare.or.jp

（
福
岡
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
小
川
　
日
出
湖
）

▼
山
口
県
健
康
管
理
士
会

去
る
七
月
十
五
日
（
金
）、
山
陽
小

野
田
市
の
赤
崎
公
民
館
に
て
、「
認
知

症
の
予
防
と
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
約
五
十

名
の
方
が
集
ま
り
、
真
剣
に
聞
い
て

頂
き
ま
し
た
。
公
演
だ
け
で
は
眠
く

な
る
と
思
い
、
途
中
に
肩
・
首
こ
り

解
消
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。

次
会
の
定
例
会
は
九
月
十
八
日

（
日
）
十
三
時
～
十
六
時
、
山
口
小

郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
階
の
健

康
相
談
室
に
て
開
催
致
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

１
３
５
２-

８
６
１
１

（
山
口
県
健
康
管
理
士
会
　
高
倉
　
英
恒
）

▼
宮
城
県
健
康
管
理
士
会

資
格
取
得
説
明
会
に
参
加
し
、

受
講
申
込
を
さ
れ
た
方
々
と
言
葉

を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
、
資
格
取
得

を
目
指
し
て
い
る
方
々
と
一
緒
に
勉

強
す
る
機
会
を
作
る
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
協
力
し
て
下
さ
る
方

の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
２-

２
８
１-

２
３
８
８

（
宮
城
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
太
田
　
重
雄
）

▼
青
森
県
健
康
管
理
士
会

青
森
県
の
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
デ
ー
タ
登
録
し
、
食
育
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
十
和
田
市
内
の
小
学

校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
一
環
と
し

て
健
康
講
座
の
講
師
を
努
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
内
容
は
「
食
育

の
大
切
さ
」
と
題
し
て
、
手
づ
く

り
味
噌
と
市
販
の
味
噌
の
消
化
力

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

先
生
や
父
兄
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

次
回
は
、
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

園
の
栄
養
士
さ
ん
が
対
象
の
食
育
健

康
講
座
の
依
頼
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

（
青
森
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
上
山
　
一
郎
）

▼
香
川
県
健
康
管
理
士
会

去
る
六
月
五
日
（
日
）、
香
川
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
健

康
管
理
士
資
格
取
得
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
管
理
士
の
社
会

的
意
義
と
資
格
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
、
多
数
の
参
加
者
が
来
ら
れ
ま
し

た
。
副
会
長
の
藪
下
久
子
氏
が
認
定

試
験
の
勉
強
法
に
つ
い
て
話
し
、
会

長
の
渡
邊
雅
春
氏
が
健
康
管
理
士
会

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
二
十
日
（
月
）、
多

度
津
町
の
小
学
校
で
一
～
三
年
生
を

対
象
に
三
回
に
分
け
て
食
育
指
導

を
し
ま
し
た
。
う
ん
ち
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
、
興
味
の
深
さ
を
子

供
達
の
笑
顔
と
「
オ
ー
」
と
い
う

歓
声
で
知
り
ま
し
た
。

（
香
川
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
渡
邊
雅
春
）

▼
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会

去
る
六
月
二
十
六
日
（
日
）、
第

百
回
定
例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

健
康
講
座
は
じ
め
の
一
歩
の
テ
ー
マ

は
、「
や
る
気
の
ス
イ
ッ
チ
の
入
れ

方
～
脳
科
学
を
活
用
し
た
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
法
～
」
で
し
た
。

資
格
を
活
か
し
た
い
方
、
交
流

の
場
を
求
め
て
い
る
方
、
是
非
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！
ご
連
絡

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

E-mail

　hyogo@healthcare.or.jp

Ｈ
Ｐ
　http://hhsn.jp/

（
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会
事
務
局
）

▼
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
か

ら
神
田
駅
近
く
の
会
場
で
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
「
身

体
革
命
」
と
い
う
本
を
題
材
に
若
さ

を
保
つ
健
康
術
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
り
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ
講
座
を
開

催
す
る
等
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

健
康
に
関
す
る
知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
主
眼
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
に
は
板
橋
区
の

健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
毎
年
参
加
し

て
お
り
、
今
年
も
日
頃
の
勉
強
の

成
果
を
活
か
し
て
、
地
域
の
人
に

楽
し
く
健
康
を
学
ん
で
も
ら
う
出

し
物
を
企
画
し
披
露
す
る
予
定
で

す
。
体
験
参
加
は
い
つ
で
も
歓
迎

で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

是
非
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
７
３
７-

８
５
１
４

E-mail hanasugar@mx5.ttcn.ne.jp

(

健
康
管
理
士
東
京OP

会
　
佐
藤
和
子)

▼
静
岡
県
健
康
管
理
士
会

去
る
七
月
十
日
（
日
）、
遠
藤
昌

弘
先
生
を
お
迎
え
し
て
『
自
己
分
析

と
対
人
関
係
の
改
善
』
と
題
し
、
ご

講
演
頂
き
ま
し
た
。
交
流
分
析
で
は
、

人
と
触
れ
合
う
事
の
大
切
さ
や
生
き

方
の
分
析
を
学
び
、
自
己
成
長
エ
ゴ

グ
ラ
ム
を
使
用
し
て
自
分
自
身
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
静
岡
県
健
康
管
理
士
会
　
唐
牛
　
博
光
）

▼
岡
山
県
健
康
管
理
士
会

去
る
六
月
五
日
（
日
）、
七
月
十

日
（
日
）、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
相
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
口
、
安

藤
講
師
に
よ
る
「
歌
う
は
健
康
の

源
」
の
講
演
や
吉
田
講
師
に
よ
る

「
ツ
ボ
教
室
」
も
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
地
域
の
方
が
参
加
さ
れ
て
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

バ
ナ
ナ
ウ
ン
チ
勉
強
会
、
講
演
会

の
お
問
合
せ
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

３
７
４
６-

２
３
１
３

E-mail

　okayama@healthcare.or.jp

（
岡
山
県
健
康
管
理
士
会
事
務
局
　
吉
田
）

▼
北
海
道
健
康
管
理
士
会

去
る
六
月
三
十
日
（
木
）、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
平
均

時
間
は
五
～
八
分
（
札
幌
）。
人
命

救
助
の
場
面
に
遭
遇
し
た
時
に
迅

速
に
行
動
出
来
る
よ
う
、
皆
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
七
月
は
「
ほ

す
ぴ
１
２
１
号
脳
と
心
の
不
思
議

な
関
係
」
を
勉
強
し
ま
し
た
。

来
る
十
月
二
日
（
日
）、
十
三
時

半
か
ら
十
五
時
、
勉
強
会
「
食
育

～
生
・
性
・
成
～
」
参
加
者
募
集
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-
８
６
３
２-

７
３
９
６

E-mail

　hoku.health@gmail.com

（
北
海
道
健
康
管
理
士
会
会
長
　
林
　
俊
子
）

全
国
健
康
管
理
士
寄
稿
順不同
敬称略

日　　　時：9月3日（土）14：00～16：30
場　　　所：加古川市総合福祉会館 2Ｆ  大ホール
参　加　費：特別受講会員費  500円　　定員：250名
主催・運営：兵庫県健康管理士会東播支部
　　　　　　稲穂の会（予防医学啓発団体）
共　　　催：加古川市／加古川市社会福祉協議会
後　　　援：兵庫県／兵庫県社会福祉協議会
お問合せ先：稲穂の会代表  松本 京子　TEL：090-3863-4194

加古川市民健康講演会

『みんなで考える認知症：
       ならないための予防と対策』

１.「加古川市における高齢化の現状と認知症対策」
　　講師：加古川市福祉部福祉政策局高齢者・地域福祉課
　２.「認知症予防のために今できること」
　　講師：神戸大学医学部付属病院神経内科
　　　　　　          （加古川東市民病院 神経内科）
　　　　 医学博士　古和 久朋　先生
　３.認知症予防（脳活性化）体操：「認知症は体操でブロック！」
　　講師：稲穂の会

講演会の内容

「『メタボ』より大切な『筋肉と骨』の
                はなし」開催しました！

健康学習セミナー in 大阪健康学習セミナー in 大阪

「『メタボ』より大切な『筋肉と骨』の
                はなし」開催しました！

去る7月9日（土）、大阪の

エル・おおさかにおいて、

第15回健康学習セミナーを

開催致しました。

第１部では、名古屋大学

総合診療科の医師である松

葉泰昌先生をお招きし、解

剖学・生理学的にみた骨・

筋肉・軟骨のバランスやロ

コモティブシンドロームの予防について、「骨に関するＱ＆Ａシート」

等を使いながら、分かりやすくお話し頂きました。

第２部では、「食育活動と健康管理士の関わり方」と題し、当協会

の食育活動や健康管理士が食育の分野でどのように活躍しているか等

発表致しました。

健康管理士の方はもちろん、

これから資格取得を目指す方

等たくさんの方にご参加頂き、

「すぐに使える知識が得られ

た」「とても楽しくて時間が

あっという間に過ぎた」「もっ

とお話しを聞きたい」という

感想を頂きました。

健康管理士ステップアップ講座
in東京・奈良  開催しました！

去
る
六
月
五
日
（
日
）
東
京
、
六
月
十
八
日
（
土
）

奈
良
に
於
い
て
、
健
康
管
理
士
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
ほ
す
ぴ
一
二
〇
号
、
一
二
一

号
で
脳
と
体
・
心
の
不
思
議
な
関
係
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
の
午
後
の
部
で
は
、

浜
町
公
園
か
ら
皇
居
（
桜
田
門
）
ま
で
緑
に
囲
ま

れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
ま

た
、
奈
良
に
於
い
て
は
、
東
大
寺
、
春
日
大
社
、

興
福
寺
を
め
ぐ
っ
て

歴
史
を
肌
で
感
じ
、

記
念
撮
影
を
し
な
が

ら
楽
し
く
散
策
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
ほ
す
ぴ
を
よ
り
深

く
理
解
で
き
た
」「
神

戸
な
ど
様
々
な
名
所

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

た
い
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

『
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
』
資
格

は
皆
様
に
ご
支
援
を
頂
き
、
二
十
年
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

お
礼
の
意
味
を
込
め
て
、
ご
紹
介
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

左
記
の
方
法
に
て
、『
健
康
管
理
士
一

般
指
導
員
』
資
格
に
ご
興
味
が
あ
る
方

を
ご
紹
介
下
さ
い
。
ご
紹
介
者
様
に
三

千
円
の
商
品
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
方
法

通
信
講
座
申
込
書
の
紹
介
者
欄
に

①
健
康
管
理
士
番
号

②
お
名
前
　
　
の
両
方
を
記
載

期
　
　
間

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ま
た
、『
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
』

資
格
の
詳
し
い
ご
説
明
に
お
役
立
て

頂
け
る
「
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の

資
格
取
得
の
説
明
と
予
防
医
学
の
現

状
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
及
び
、
健
康
管
理
士
一
般
指
導

員
の
資
料
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

担
当
者
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
日
本
成
人
病
予
防
協
会
　
鈴
木
真
由
美
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
３

-

３
６
６
１

-

０
１
７
５

E-mail  info3@japa.org

健
康
管
理
士
の

   

輪
を
広
げ
よ
う
！！
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
東
京

都
杉
並
区
の
河
北
総
合
病
院
・
健

康
生
活
支
援
室
で
、
日
頃
の
健
康

や
病
院
の
診
察
等
で
悩
み
を
持

つ
方
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い

る
羽
田
由
利
子
さ
ん
と
上
原
眞

佐
子
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。

医
療
現
場
と
い
う
専
門
的
な
場

所
で
、
お
二
人
が
ど
の
よ
う
に
健

康
管
理
士
の
資
格
を
活
か
し
て

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を

伺
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
病
院
内
で
の
健
康

生
活
支
援
室
で
、
健
康
相
談
等
の

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
の
事

で
す
が
、
具
体
的
な
お
仕
事
の
内

容
を
教
え
て
下
さ
い
。

当
院
の
健
康
生
活
支
援
室
は
、

患
者
さ
ん
が
自
ら
の
健
康
問
題
に

向
か
い
合
い
、
納
得
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
常
駐
の
看
護

師
や
司
書
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

協
力
し
て
訪
れ
た
人
の
疑
問
や
悩

み
を
一
緒
に
考
え
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
約
千
二
百
冊
の
図
書
（
患

者
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
疾
患
別

専
門
書
・
闘
病
記
等
）
や
関
連
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
始
め
、
診
療
科
と
連

携
し
た
独
自
の
糖
尿
病
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
健
康
講
座
の
開
催
等
を

通
し
て
、
医
療
者
や
患
者
さ
ん
、

あ
る
い
は
職
種
の
境
界
の
な
い
「
協

働
の
場
」「
と
も
に
学
ぶ
場
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
健
康
生
活
支
援
室
で
、

健
康
管
理
士
の
資
格
を
生
か
し

た
お
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

地
域
住
民
の
方
々
に
健
康
情
報

を
お
伝
え
し
健
康
意
識
を
高
め
て

頂
く
に
は
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
直
接
患
者
さ
ん
や
家
族
の

方
々
に
接
す
る
の
が
一
番
と
考
え
、

健
康
管
理
士
の
資
格
を
生
か
せ
る

健
康
生
活
支
援
室
を
選
ば
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
現
在
、
健
康
管
理

士
は
私
達
二
名
で
す
が
、
今
後
も

医
療
現
場
で
資
格
を
生
か
し
た
い

と
お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
ら
大
歓
迎
で
す
。

健
康
管
理
士
と
い
う
資
格
は
健

康
生
活
支
援
室
で
の
仕
事
で
ど
の

よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

病
院
と
は
、
国
家
資
格
を
持
つ

医
療
の
専
門
家
集
団
が
、
昼
夜
患

者
さ
ん
の

〝
い
の
ち
〟

と
真
剣
に

向
き
合
っ
て
い
る
職
場
で
す
。
看

護
師
さ
ん
達
と
一
緒
に
仕
事
を
さ

せ
て
頂
く
に
は
、
医
療
に
関
し
て

の
基
礎
知
識
が
必
要
で
す
。
健
康

管
理
士
の
資
格
が
あ
る
こ
と
で
、

自
信
を
持
っ
て
患
者
・
家
族
の
方
々

の
お
話
し
相
手
が
出
来
ま
す
。「
ほ

す
ぴ
」
の
最
新
情
報
も
相
談
対
応

に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
二
人
は
な
ぜ
健

康
管
理
士
の
資
格
を
取
得
し
よ

う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
？

・
人
間
の
心
と
体
に
関
心
が
あ
り
、

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し

て
い
る
時
か
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
連
で
資
格
を
取
れ
る
も
の
を

探
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
人

と
の
出
会
い
で
、
さ
ら
に
こ
の

資
格
が
経
験
と
融
合
し
て
実
り

あ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
繋

が
っ
て
い
ま
す
。(

羽
田)

・
ハ
ス
ミ
ワ
ク
チ
ン
で
病
か
ら
回

復
し
、
手
探
り
で
い
ろ
い
ろ
勉
強

し
て
い
た
頃
、
主
治
医
か
ら
生
活

習
慣
全
般
を
網
羅
し
て
い
る
健
康

管
理
士
の
資
格
を
取
得
す
る
よ
う

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
歳
だ
か
ら
無

理
と
断
る
と
、
落
ち
て
も
い
な
い

の
に
何
だ
…
、
落
ち
て
か
ら
が
勉

強
は
始
ま
る
の
だ
か
ら
…
と
、
先

生
の
深
い
思
い
や
り
に
今
で
も

涙
・
涙
で
す
。(

上
原
）

病
院
内
の
健
康
生
活
支
援
室

で
、
様
々
な
患
者
さ
ん
と
接
す
る

機
会
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？
逆
に
一
番

大
変
に
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時

で
し
ょ
う
か
。

患
者
さ
ん
の
ご
希
望
の
本
や
資

料
を
的
確
に
探
す
こ
と
が
出
来
、

し
か
も

〝
と
て
も
分
か
り
易
く
役

に
立
っ
た
よ
〟

と
笑
顔
で
言
わ
れ

た
時
や
、
〝話
し
を
聴
い
て
も
ら
っ

た
ら
す
っ
き
り
し
た
よ
〟

と
言
わ

れ
た
時
な
ど
は
、
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

ま
た

〝○
○
日
に
退
院
な
の〟

と
、

嬉
し
そ
う
に
支
援
室
に
挨
拶
に
来

て
下
さ
っ
た
時
は
、
少
し
は
お
役

に
立
て
た
の
だ
な
と
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。
一
方
、
言
葉
の
か
け

方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
上
手
く
合
わ

な
い
と
き
、
ま
た

〝
あ
あ
、
ま
だ

退
院
で
き
な
い
ん
だ
〟

と
、
ガ
ッ

ク
リ
肩
を
落
と
し
椅
子
に
座
る
そ

の
姿
が
小
さ
く
見
え
る
時
な
ど
、

ど
う
対
応
し
た
ら
良
い
の
か
、
常

に
一
人
一
人
に
気
配
り
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
一
番
大
変
で

す
。

健
康
管
理
士
と
し
て
、
今
後
お

二
人
は
病
院
内
で
ど
の
よ
う
な

方
向
性
で
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
お
考
え
で
す
か
？ 

い
つ
も
明
る
く
、
穏
や
か
に
、

出
し
ゃ
ば
ら
ず
、
相
手
の
方
の
身

に
な
っ
て
お
話
を
聴
け
た
り
、
必

要
な
情
報
を
的
確
に
提
供
出
来
る

「
役
に
立
つ
健
康
生
活
支
援
室
」
を

目
指
し
て
、
日
々
頭
脳
と
心
を
鍛

え
、
自
分
磨
き
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
健
康
管
理

士
の
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

昨
今
、
健
康
管
理
士
に
関
心
を

寄
せ
て
く
だ
さ
る
医
療
職
の
方
も

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が

国
の
約
八
千
六
百
の
病
院
の
中
で
、

河
北
総
合
病
院
・
健
康
生
活
支
援

室
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
病
院
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

患
者
中
心
の
医
療
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
も
、
医
療
現
場
で
活
躍
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
健
康
管
理
士
の
方
は
、
是
非
一

度
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、「
未
病
・
予
防
が
大
事
」

と
地
域
社
会
の
人
々
に
日
々
伝
え

て
く
だ
さ
る
健
康
管
理
士
の
輪
を

全
国
に
大
き
く
、
大
き
く
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
、
よ
り

多
く
の
健
康
管
理
士
の
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
基
盤
に
さ
ら

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
様
々

な
分
野
と
の
連
携
も
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
あ
、
ご
一
緒
に
夢
を

叶
え
ま
し
ょ
う
！ 

　専
門
的
か
つ
新
し
い
知
識
が
求

め
ら
れ
る
医
療
の
現
場
で
、
健
康

管
理
士
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
て
い

る
お
二
人
は
、
毎
日
が
勉
強
で
大

変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
立
っ
た
温

か
な
一
面
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

＜編集後記＞

ニュースの編集をしていると、１つの短い記事を作るのも勉強になることばかりです。「給食」
の歴史を調べて見ると、戦前から提供されていたのだと知り、少し驚きました。生きていく為に
食べる事すら難しかった時代に児童に出されたものが始まりだと知り、私自身が小学生の頃、好
き嫌いを言いながら食べたあの給食を今更ながら感謝しなければ！と感じました。（編 集 部）

こんな年でした

1889年 　1889年は
　　　　日本で初めての給食が出された年

学校の思い出を語る時に話題になるのが「給食」ですね。
日本では、山形県鶴岡町（現鶴岡市）の大督寺内の私立忠愛
小学校に於いて、おにぎり・焼き魚・漬け物といった昼食を
児童に与えたのが初めての給食とされているそうです。

<ニュース>

●大日本帝国憲法・皇室典範・衆議院議員選挙法公布
●フランス・エッフェル塔落成

市制施行により東京市誕生、東海道線全通（新橋―神戸間毎日１往復）、歌舞
伎座開場、英国で児童虐待防止法成立、最初の食器洗い機がシカゴで販売

頭の体操「チャレンジ★ザ★クロスワード」
カタカナで回答し、２重枠の文字を組み合わせて単語を完成させて下さい。

＜よこのカギ＞
１．豚カツに、味噌だれをかけた料理。名古屋名物。

２．悪い事ばかりで良い事が1つもないこと「百○○あって一
利なし」。

３．物の中心部。中核。

４．オーストラリア等に生息する小型のカンガルー。

５．学校等に対して理不尽な要求を繰り返す保護者「モンス
ター○○○○○」。

６．ラクダと似ているが、背中にコブはなく、主にアンデス地
方に多く住む動物。

７．世界三大珍獣の1つ。シマウマの仲間だと考えられてい
たが、後にキリンの仲間であることが分かった。

８．漬物の発色剤や麺のかんすいとして使われる食品添加物。

＜たてのカギ＞
① 歌唱を中心にして演じられる音楽劇。

② 古代の中央豪族。「○○入鹿」、「○○馬子」。

③ 九州南方にある、年間の日照時間が日本一短い島。「○
○○大島」。

④ 大根の種子から発芽して双葉が出たもの「○○○○大根」。

⑤ 通常の人間が見かける最大の細胞。

⑥ 世界三大珍獣の1つ。水中にはあまり入らない小形のカバ。

⑦ 周遊。観光旅行。

⑧ ○○・コンビ・トリオ・カルテット…。

　答えを「ほすぴ」123号の研修問題の解答欄にご記入のうえ、9月26日（月）までにお
送り下さい。正解者の中から、秋の夜長をお風呂で楽しむ香りの石鹸「Lush（ラッシュ）
ナチュラルバスソープ」をプレゼント致します。奮ってご応募下さい。なお、前回の
答えは「ヤキウドン」でした。抽選の結果、神奈川県の山崎万里子さん、埼玉県の岩瀬
礼子さん、兵庫県の向江省三さんが当選されました。おめでとうございます！

シンガポール

★ヒント★

1 ② ④ ⑦

2 ⑥3

① 4 ⑤

5 ③

6 7 ⑧

8

ショウガは、ショウガ科の多年草で、熱帯アジア原産の根茎野菜
です。特有の辛味と独特の香りは、世界各地で香辛料や薬味、薬と
して使われています。ショウガの辛味成分であるジンゲロール・ショ
ウガオールは、強い殺菌作用があり、寿司などに欠かせないガリと
呼ばれる甘酢漬けは、口直しの他にこの殺菌作用を生かしています。

中国では、紀元前500年頃から薬用として使われており、特に、冷
えからくる胃腸障害に優れた効能があります。血行促進や新陳代謝
を高める働きがあり、夏バテ防止や疲労回復など、この時期には積
極的に取り入れたい食材です。

すだちは、みかん科で、日本では古来から馴染みの深い柑橘類です。
秋口に実がなり、青いうちに収穫しますが、熟すとみかん同様黄色
くなります。キレの良い香りは、日本料理、特に魚料理（サンマなど）
に用いられます。すだちの特産地である徳島県の徳島大学と農協の
研究チームは、すだちの絞りかすに血糖値を抑える効果があると発
表、糖尿病に対する研究が現在も進められているそうです。

料理の風味付けや果汁を酢の代わりとして使ったり、外皮は、す
りおろしたり、刻んだりして薬味として使えます。ゆず同様、お風
呂に浮かべても香りが良く、リラックスできるでしょう。

日本近海で最も多く漁穫されるスルメイカは、昔から日本人に親
しまれてきた食材で季節を問わず食べられてきました。別名「夏イカ」
とも呼ばれ、今が旬の食材です。

和洋中問わず、色々な料理に使われ、古代は朝廷への貢物として
干物（スルメ）が献上されていました。スルメは縁起の良いものと
して、現在も祭儀で用いられる事が多く、スルメイカという名前も
この干物（スルメ）からきていると言われています。高タンパク・
低カロリーで、アミノ酸の一種であるタウリンを豊富に含んでいる
事で、コレステロールの低下や疲労回復、滋養強壮を促進しています。

旬の食材 9
月取り入れよう

ショウガ（生姜）

すだち

スルメイカ

「
活
動
の
現
場
」

健
康
管
理
士
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

羽
田 

由
利
子
さ
ん
（
東
京
都
）・
上
原 

眞
佐
子
さ
ん
（
東
京
都
）




